
体内には善玉菌・悪玉菌・日和見菌が共存しています

善玉菌を多くすることで日和見菌も味方にし、体内環境を良くしていきます。



天然由来であること

悪玉以外にも善玉も痛めつける “ 毒 ”にもなります。

体内で分解しにくく堆積しやすい。

堆積したものが体のストレスになります。

五臓六腑で消化吸収し体全体にエネルギーを届けます。

善玉優位の体を作ります。

分解・排泄を促進することで、体内の環境を整えます。

天然由来の食品は

薬や抗生物質
食品添加物は

天然由来で免疫力UP!



ＥＭにできること 人や動物、環境を元気にする

https://www.emro.co.jp/docs/download/embook1.pdf


発酵力のある善玉菌（酵母菌・乳酸菌・光合成細菌）が
土をふかふかにして野菜に栄養分をたくさん供給します。
それが野菜を元気に、それを食べる私たちの腸内も元気にし
てくれます。

微生物が土も野菜も元気にしてくれます

無農薬ですくすく＆たわわ



EM活性液培養中

消臭スプレイ、洗濯、お風呂にも
幅広く使っています。

ＥＭ活性液を作って畑に散布しています

「獣害対策にも効果的です」



マシコクリーンは有用微生物群（EM菌）の特性である抗酸化力
を最大限に引き出して厨房・トイレから出る強烈なギトギト油・
洗剤・汚水・ニオイを分解・浄化する画期的な装置です。

ＥＭで汚泥とニオイを発酵分解しています

http://www.lecemmashiko.com/


ＥＭで河川浄化しています

http://www.chiyoda-suika.or.jp/cont2.html


ＥＭで河川浄化しています

2006年から沢山の企業・団体が参加しています

http://www.chiyoda-suika.or.jp/member.html


災害が起こったらＥＭをまこう
EMが開発されて30余年。
世界中でEMパートナーの通例となっている合言葉。
スマトラ島沖地震（2004年）、ハイチの大地震（2010年）、タイの大洪水（2011年）等々
そして、2011年3月11日 東日本大震災。
国家レベル・個人レベルで災害対策にEMは活用されています。

https://www.em-seikatsu.co.jp/sosei/cases/


タイのモデル農場では健康野菜の生育、家畜の飼育に使われています。

ＥＭで家畜も元気

https://www.emro.co.jp/


沖縄のリゾートホテル

https://www.costavista.jp/em_user/


タオルやベッドリネン類の洗濯から室内の清掃に至るま
で、化学物質の影響を抑えたものや天然素材のホテルオ
リジナルの発酵液を使用しています。

ＥＭスパ

ＥＭに抱かれた素敵なホテルになりました

https://www.costavista.jp/em_user/


映画

https://www.em-seikatsu.co.jp/sosei/about/
https://officetetsushiratori.com/sosei2/


ＥＭの商品

https://www.em-seikatsu.co.jp/


ＥＭで消臭！

https://youtu.be/uq2enD-P3Zc


ＥＭで悪玉菌を抑制

https://www.ecopure.info/rensai/imamura/emw/emw.html


ＥＭＷで発酵空間を作ってバリアをつくりましょう

https://ecsp.tsuku2.jp/viewDetail.php?itemCd=85924890001065


感染しないこと、発症させないこと

ウイルスは果てしなく小さいので、マスクで侵入を防ぐことは不可能です。
うがいはしないよりはした方がましと言える程度のものです。
手洗いは小まめに行うに越したことはありませんが、それでも感染を防ぐことは不可能です。

古いものは食べないことや、加熱処理・防虫などの対策を立てましょう。
ある程度の清潔を保ち、残りの殆どはご自身の免疫力で防御することが最善です。

病原体から身を守る免疫力とは

全ての人に備わっている防御システムが免疫です。
免疫担当細胞と呼ばれるものが全身くまなく巡回して病原体を排除しています。

腸内環境を整えることによって、抗加齢作用・抗動脈硬化作用・抗高血糖作用・抗血栓化作用・
抗アレルギー作用・免疫力の高値安定化作用が分かっています。
免疫力が高まれば抗がん効果も高まるのは当然です。

https://www.em-seikatsu.co.jp/em/power/detail.php?id=51


開発者比嘉照夫教授

名桜大学付属国際EM技術研究所所長。

琉球大学名誉教授。

アジア・太平洋自然農業ネットワーク会長、

（公益財団法人）自然農法国際研究開発センター評議員、

NPO法人 地球環境・共生ネットワーク会長、

農林水産省・国土交通省提唱
「全国花のまちづくりコンクール」審査委員長。



EMは比嘉照夫琉球大名誉教授によって1982年に開発され、以来現在に
いたるまで、世界中で多くの国で活用されてきました。
比嘉照夫名誉教授がEMの着想を得たのは1968年頃。当時、九州大学で
ミカンの研究に携わり、ホルモン、微量要素、有機肥料、微生物など、
ミカンの品質に良いと思われるあらゆる資材を研究し、その過程で、微
生物の可能性というものを強く認識するようになります。
微生物の活用にも興味を持つ一方、子供の頃から農業に携わり、農業は
手間がかかり重労働だということを知っていた比嘉教授は、同時に化学
肥料や農薬も使用していました。それが体調の悪化をきっかけに化学物
質に頼りすぎる農業のあり方を考え直し、サイドワークだった微生物の
農業への有効利用に本腰を入れるようになります。
比嘉教授が研究で扱っていた微生物は人間が口に入れても差し支えない
ようなものばかりだったので、日々の終わりに同じバケツに入れて始末
していたところ、偶然の発見に出会います。バケツの中身を付近の草む
らにまいてみたところ、一週間後にその草むらだけが異常に成長してい
たのです。そのときに、「微生物の組み合わせ」という発想が生まれ、
多くのトライ・アンド・エラーを重ねながら、「このグループなら、作
物がよく育ち、病気にもならない。収量も増えるし、味もよくなる」と
いう微生物の複合体、ＥＭが誕生したのです。

EMの開発秘話

https://www.emro.co.jp/dr-higa/

